
●五種混合ワクチンの効果

百日せき・ジフテリア・破傷風・小児まひ・細菌性髄膜炎を予防する

ワクチンになります。

●別の種類の予防接種との間隔

五種混合は不活化ワクチンですので、１週間後の同じ曜日から接種可能です。

  （例）五種混合の次にＢＣＧの予防接種をしたいとき 

月曜日に接種なので次の月曜日から♪ 

●同時接種

五種混合は、肺炎球菌・ロタテックが同時接種可能です。

●五種混合とは

三種混合（百日せき・ジフテリア・破傷風）＋不活化ポリオ（小児まひ）

+ヘモフィルス b 型(Hib)(細菌性髄膜炎)の混合ワクチンのことです。

生後 2 か月～７歳６か月未満 

（合計４回接種） 

初回 １か月の間隔で３回接種。 

追加 
３回目の接種終了後から１年～１年６か月の間に

接種。 

（例）打ち始めが３か月の場合 

【年齢】 2 か月 3 か月 4 か月 １歳５か月～１歳１１か月 

① ② ③ ④ 

【間隔】 １か月 １か月 １年～１年６か月 

★４か月からの打ち始めの時は＋１か月にして計算します。

（月） （火） （水） （木） （金） （土） （日） （月） 

五種混合接種日 

ＢＣＧ接種可能

日


